
　
私
は
、
瀬
谷
区
建
築
課
に
い
る
。

　
日
々
の
仕
事
は
、
建
築
物
の
確
認

申
請
の
審
査
、
開
発
や
宅
地
造
成
の

許
可
な
ど
の
許
認
可
関
係
の
仕
事
と
、

建
築
相
談
に
関
す
る
対
応
な
ど
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
仕
事
が
あ
る
。
ど
ち

ら
か
と
言
え
ば
、
前
者
が
仕
事
の
大

部
分
を
占
め
る
の
だ
が
、
「
良
好
な

住
環
境
を
つ
く
る
」
と
い
う
観
点
か

ら
す
る
と
、
法
律
や
条
例
の
制
限
は

十
分
と
は
い
え
な
い
。
「
南
の
家
が

大
き
く
て
家
に
日
が
入
ら
な
い
」
、

「
隣
の
家
の
軒
先
が
敷
地
の
境
界
ぎ

り
ぎ
り
で
あ
る
」
と
い
っ
た
相
談
は

よ
く
あ
る
内
容
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
地
区
計
画
や
建
築
協
定

の
よ
う
な
法
に
基
づ
く
建
築
の
ル
ー

ル
が
定
め
ら
れ
た
り
、
ま
ち
づ
く
り

協
議
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
瀬
谷
区
で
は
今
年
度
、
区
の
自
主

事
業
と
し
て
、
「
瀬
谷
区
ま
ち
な
み

景
観
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
」
と
い

う
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
景
観
づ
く

り
の
面
か
ら
魅
力
あ
る
街
づ
く
り
を

し
て
い
こ
う
と
い
う
趣
旨
で
あ
り
、

家
を
新
築
や
改
築
す
る
際
に
建
主
さ

ん
に
お
願
い
す
る
内
容
な
ど
に
つ
い

て
、
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
「
人
は
景
観
を
ど
う
評
価
す
る
の

か
」
と
い
う
内
容
で
研
究
を
し
て
い

た
こ
と
も
あ
っ
て
、
お
も
し
ろ
い
仕

事
だ
が
、
現
実
の
景
観
形
成
は
、

「
何
か
ど
う
な
れ
ば
良
い
景
観
に
な

る
の
か
？
」
と
い
う
よ
り
は
、
「
誰

が
何
を
す
れ
ば
良
い
景
観
が
で
き
る

の
か
？
」
と
い
う
こ
と
の
方
が
大
き

な
問
題
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
学
ん

だ
。
　
直
接
関
わ
っ
て
い
る
仕
事
以
外
で

は
、
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
で
ホ
タ
ル

の
見
学
会
（
天
王
森
泉
公
園
）
や
み

な
と
み
ら
い
ホ
ー
ル
の
見
学
会
に
参

加
し
た
り
、
都
市
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
、
都
市
デ
ザ
イ
ン
の
分
野
で

活
躍
さ
れ
て
い
る
方
の
お
話
を
伺
っ

た
り
、
あ
る
い
は
そ
の
後
の
自
治
体

交
流
会
で
、
他
の
自
治
体
の
方
と
お

話
で
き
る
機
会
が
あ
っ
た
り
と
、
多

く
の
方
と
知
り
合
う
こ
と
が
で
き
た

の
は
、
大
き
な
収
穫
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
公
園
な
ど
の
施
設
の
運
営
や
管

理
に
、
地
域
の
方
が
非
常
に
努
力
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。

　
こ
ん
な
よ
う
に
一
年
間
を
過
ご
し

て
き
て
感
じ
た
こ
と
は
、
「
行
政
の

仕
事
は
生
活
の
全
般
に
わ
た
っ
て
い

る
た
め
、
自
分
の
担
当
し
て
い
る
仕

事
は
ほ
ん
の
一
部
分
に
す
ぎ
な
い
」

と
い
う
こ
と
だ
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
自
分
の
担
当
の

仕
事
は
ま
じ
め
に
や
る
が
、
組
織
内

の
他
の
仕
事
に
は
興
味
が
な
い
と
い

う
人
が
多
い
よ
う
に
思
う
。

　
今
の
と
こ
ろ
、
様
々
な
視
点
を
身

に
つ
け
る
こ
と
や
自
分
の
仕
事
を
相

対
化
し
て
見
る
こ
と
は
各
人
に
ま
か

さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
例
え
ば
、

組
織
横
断
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
い
く
つ
か
つ
く
り
、
週
の
う
ち

一
日
は
チ
ー
ム
で
行
動
す
る
と
い
っ

た
こ
と
も
必
要
だ
ろ
う
。

　
自
分
の
仕
事
に
責
任
を
持
っ
て
実

行
し
て
い
く
プ
ロ
意
識
と
、
様
々
な

視
点
を
持
つ
行
政
マ
ン
と
し
て
の
自

覚
、
そ
の
両
方
を
身
に
つ
け
て
い
き

た
い
。

あ
と
が
き

　
市
内
の
就
労
相
談
、
就
労
支
援
の

窓
口
の
状
況
を
聞
い
て
ま
わ
っ
た
。

中
区
寿
町
に
あ
る
「
神
奈
川
人
材
銀

行
」
は
、
管
理
職
や
専
門
技
術
職
等

の
中
高
年
者
を
対
象
と
し
た
再
就
職

相
談
の
窓
口
で
あ
る
。
こ
の
間
、
大

手
企
業
の
四
十
五
歳
か
ら
五
十
五
歳

の
年
齢
層
の
「
ま
さ
か
の
リ
ス
ト
ラ
」

に
あ
っ
た
人
た
ち
の
相
談
が
多
く
な
っ

て
い
る
、
と
い
う
。
さ
れ
る
方
も
す

る
方
も
極
め
て
深
刻
な
事
態
で
、
こ

の
長
引
く
不
況
に
疲
れ
切
っ
て
い
る

と
い
う
担
当
者
の
お
話
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
横
浜
市
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

再
就
職
講
座
に
は
、
経
済
的
な
理
由

で
働
き
た
い
、
と
い
う
五
十
歳
代
の

女
性
の
応
募
が
多
く
、
こ
の
一
年
間

で
様
変
わ
り
を
み
せ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
市
の
労
働
情
報
セ
ン

タ
ー
に
も
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
就
労
の

相
談
が
急
増
し
、
対
応
に
追
わ
れ
て

い
た
。

　
各
相
談
窓
口
に
起
き
て
い
る
現
象

は
、
日
本
経
済
の
長
期
に
わ
た
る
不

況
を
確
実
に
、
逼
迫
し
て
感
じ
さ
せ

る
も
の
だ
が
、
一
方
で
、
こ
の
よ
う

な
中
か
ら
、
働
く
こ
と
の
多
様
な
価

値
観
や
形
態
が
、
そ
し
て
、
新
し
い

経
済
活
動
が
生
み
出
さ
れ
て
い
く
、

と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
大
型

店
の
出
店
に
反
対
す
る
こ
と
で
は
住

民
の
納
得
を
得
ら
れ
ず
に
「
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う
新
し
い
コ
ン

セ
プ
ト
で
打
ち
出
し
た
二
俣
川
銀
座

商
店
街
、
古
着
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
市

民
の
感
性
に
フ
ィ
ッ
ト
す
る
形
で
事

業
化
し
た
「
フ
ァ
イ
バ
ー
リ
サ
イ
ク

ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
、
港
南
区
内
に

は
、
家
事
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
市
民

事
業
は
四
つ
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に

特
性
を
も
っ
た
活
動
を
し
て
い
る
。

お
母
さ
ん
代
行
業
と
し
て
青
葉
区
か

ら
出
発
し
た
オ
フ
ィ
ス
ポ
ケ
ッ
ト
マ
ー

マ
は
全
国
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
張
り

め
ぐ
ら
し
て
い
る
。
小
さ
い
知
恵
と

工
夫
が
新
し
い
切
り
口
で
経
済
活
動

と
し
て
自
立
し
て
い
く
ス
ト
ー
リ
ー

は
、
そ
の
担
い
手
の
モ
テ
ィ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
世
の
中
の
必
要
に
対
応
し
て
い

る
か
ど
う
か
、
と
い
う
極
め
て
シ
ン

プ
ル
な
原
理
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
経
済
活
動
と
就
労
の
場

面
が
数
多
く
存
在
す
る
こ
と
が
、
二

十
一
世
紀
の
横
浜
の
活
力
を
生
み
出

す
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
<
中
川
>

　
「
調
査
季
報
」
は
職
員
が
自
由
に

意
見
を
発
表
し
討
論
す
る
行
政
研

究
誌
で
す
。
「
自
主
研
究
レ
ポ
ー
ト
」

へ
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
応
募
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
研

究
の
概
要
を
Ａ
４
紙
三
枚
以
内
に

ま
と
め
て
企
画
局
政
策
部
調
査
課

ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
六
六
三
―
四
六
一
三

お
問
い
合
わ
せ
は
、

電
　
話
　
六
七
一
―
二
〇
二
九
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●
第
1
3
4
号
<
一
九
九
八
年
六
月
>

特
集
・
総
合
的
地
域
開
発
の
あ
り
方

座
談
会
・
成
熟
社
会
の
地
域
開
発

　
　
　
　
―
大
村
謙
二
郎
・
岸
　
由
二
・
深
田
誠
二

　
　
　
　
　
　
竹
内
佐
和
子
・
北
村
圭
一
・
土
井
一
成
・
南
　
学

新
し
い
地
域
開
発
を
考
え
る
際
の
視
点
と
注
意
す
べ
き
諸
点

営
方
法

望

永
松
　
栄

●
第
1
3
5
号
<
一
九
九
八
年
九
月
>

特
集
・
京
浜
臨
海
部
再
編
整
備

Ⅰ
世
界
に
開
か
れ
た
海
上
産
業
都
市
づ
く
り

市
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
産
業
活
性
化
は
福
祉
基
盤
を
支
え
る
柱

の
歴
史
を
考
察

渡
辺
　
厚

②
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
伝
説
が
街
を
つ
く
る

村
上
　
実

③
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
心
を
伝
え
る
「
物
語
都
市
横
浜
」
の
創
造

コ
ン
ペ
ン
シ
ョ
ン
ー
ビ
ユ
ー
ロ
ー
の
機
能
と
役
割

市
民
と
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

①
横
演
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド

森
岡
朋
子

う
め
も
と
實

②
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
と
野
毛
と
い
う
町

近
藤
博
昭

③
ヨ
コ
ハ
マ
都
市
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム

国
吉
直
行

自
主
研
究
レ
ポ
ー
ト
／
連
載
①
　
安
政
の
開
港
、
平
成
の
邂
逅

連
載
①
／
市
営
バ
ス
ー
七
十
年
を
迎
え
て

村
田
和
義

市
営
バ
ス
ー
七
十
年

②
流
域
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
―
マ
ー
ジ
ー
川
流
域
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

現
状
と
展
望

杉
原
五
郎

成
熟
社
会
に
お
け
る
総
合
的
な
地
域
開
発
の
視
点
―
横
浜
市
の
課

題
か
ら
―

①
平
成
九
年
度
政
策
立
案
基
礎
調
査
「
成
熟
社
会
の
新
し
い
地
域

開
発
」
か
ら

②
鶴
見
川
総
合
治
水
対
策
の
変
遷
と
現
況

⑤
成
熟
社
会
の
農
的
市
民
像

長
谷
川
政
男

江
成
卓
史

⑥
地
域
生
活
圏
と
そ
の
住
民
像
に
即
し
た
施
策
立
案
の
た
め
に
―

区
に
お
け
る
地
域
調
査
の
あ
り
方
を
考
え
る

か
ら
　
―

新
鮮
力
／
市
民
に
鍛
え
ら
れ
る
日
々

②
横
浜
「
丘
の
手
」
に
お
け
る
住
民
か
ら
の
地
域
ま
ち
づ
く
り
展福

富
洋
一
郎

調
査
＆
政
策
研
究
／
平
成
九
年
度
横
浜
市
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

石
原
雅
久

田
並
　
静

松
岡
文
和

編
集
部

調査季報総目次 134号～136号

高
秀
秀
信

大
保
光
興

野
村
万
之
丞

高
橋
潤
二
郎

事
例
か
ら
見
る
総
合
的
地
域
開
発
の
概
念
と
課
題

①
Ｉ
Ｂ
Ａ
エ
ム
シ
ヤ
ー
パ
ー
ク
（
ド
イ
ツ
）
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
運

と
鶴
見
川
の
流
域
活
動

③
大
阪
湾
ベ
イ
エ
リ
ア
の
環
境
保
全
創
造
に
向
け
た
取
り
組
み
の

建
設
省
京
浜
工
事
事
費
所

③
流
域
か
ら
考
え
る
水
環
境
の
保
全
・
創
造

野
村
立
彦
・
山
下
雅
雪

④
成
熟
社
会
に
お
け
る
地
域
産
業
活
性
化
策
に
つ
い
て

座
談
会
・
京
浜
臨
海
部
の
課
題
と
こ
れ
か
ら
の
可
能
性

小
島
謙
一
・
岩
宮
　
浩
・
内
藤
　
理

金
近
忠
彦
・
横
山
　
悠
・
南
　
学

京
浜
臨
海
部
と
浅
野
総
一
郎
　
先
人
た
ち
の
遺
産

東
　
秀
紀

産
業
集
積
と
活
性
化
戦
略

①
日
本
技
術
を
支
え
る
産
業
集
積
と
活
性
化
　
拠
点
的
母
工
場
と

し
て
の
取
り
組
み

柏
木
孝
之

②
京
浜
臨
海
部
の
現
況
デ
ー
タ

2
1
世
紀
の
新
産
業
の
創
出

山
田
孝
一

①
横
浜
に
お
け
る
地
域
科
学
技
術
政
策
の
展
開山本

　
治
・
塩
田
　
進

②
こ
れ
か
ら
の
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
の
あ
り
方

Ⅱ
京
浜
臨
海
部
再
編
整
備
に
向
け
て
の
実
践

星
野
　
敏

京
浜
地
域
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
視
点

土
井
一
成

地
域
再
生
へ
の
取
り
組
み
　
京
浜
臨
海
部
再
編
整
備
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
を
中
心
に

鈴
木
健
一
　
・
前
川
　
稔
・

小
金
井
健
至
・
山
形
珠
実

産
学
連
携
を
中
心
と
す
る
研
究
開
発
拠
点
の
実
現

金
子
延
康
・
山
田
孝
一
　
・
菅
原
真
一
郎

長
谷
川
政
男
・
関
戸
義
仁

市
民
に
開
か
れ
た
京
浜
臨
海
部

①
鶴
見
区
に
お
け
る
臨
海
部
の
現
状
と
課
題

橋
本
　
勝

②
神
奈
川
区
臨
海
部
の
特
色
と
ま
ち
づ
く
り
の
課
題

松
山
弘
子

自
主
研
究
レ
ポ
ー
ト
／
地
方
分
権
の
憲
法
上
の
課
題
に
つ
い
て

水
道
行
政
を
モ
デ
ル
と
し
て

新
鮮
力
／
す
べ
て
は
制
度
を
「
知
る
」
こ
と
か
ら

楢
崎
和
雄

南
　
有
里

●
第
1
3
6
号
<
一
九
九
八
年
十
二
月
>

特
集
・
創
造
的
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市
へ
の
道

都
市
に
と
っ
て
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
と
は
何
か

①
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
本
質
を
再
考
察
す
る

猪
口
邦
子

②
都
市
戦
略
と
し
て
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
を
考
え
る

創
造
的
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市
を
め
ざ
し
て久

代
雅
之
・
渡
辺
政
一

魅
力
あ
る
都
市
の
条
件

①
都
市
に
充
足
、
完
成
は
あ
り
え
な
い

木
幡
和
枝

事
例
か
ら
見
る
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
効
果
と
今
後

①
フ
ラ
ン
ス
映
画
祭
横
浜

芳
賀
宏
江

②
国
際
エ
イ
ズ
会
議

市
川
孝
史
・
魚
本
一
司

新
鮮
力
／
未
来
を
創
る

越
路
浩
也

福
田
　
豊

③
東
海
道
と
い
う
財
産
を
持
つ
保
土
ヶ
谷
の
ま
ち
づ
く
り
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